
吸引処置準 備

終了後

吸引操作

サクションカテーテルを
他のものに触れないように

取り出す。陰圧がかからないように
カテーテルを屈曲させて挿入する。

① ② ⑤④

⑥⑦

感染管理ベストプラクティス

赤文字：EBMに基づき強く推奨されているところ

気道分泌物の吸引（開放式）

吸引器のスイッ
チを入れる

アイシールド・マスク
を外す

サクション
カテーテルの廃棄

プラスチックエプロン、
手袋を外し、廃棄する

⑧吸引器スイッチ
を切る

⑩

コネクティングチューブの接続
口をアルコール綿で拭いてから、
水道水をチューブ内に流す

手指消毒し、マスク、
アイシールド、プラス
チックエプロン着用

手指消毒し
未滅菌手袋着用

③

⑨ 手指消毒
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コネクティングチューブ内に
分泌物が残らないようにする


